
令和５年度第２回海老名市スポーツ振興審議会【結果報告】 

日 時：令和５年７月20日（木） 10時から11時30分まで 

会 場：海老名市役所６階 第３委員会室 

出席者：【委員】 

倉橋正美（会長）、齊藤賞一（副会長）、秀島保男、 

石井正雄、今福秀雄、舛本直文、東博光、松井孝夫 

【事務局】 

＜市民協働部＞ 

告原部長、曽田次長 

＜文化スポーツ課＞ 

宮澤課長、佐藤係長、小松主事、松本主事補 

    ＜市民活動推進課＞ 

     近藤課長 

【指定管理者】 

＜スポーツ施設＞ 

相鉄・コナミスポーツ・日比谷花壇共同企業体 

荒井所長 

≪審議会前に委嘱状交付式あり≫ 

１ 開    会 宮澤課長 

２ 委 嘱 状 交 付 内野市長から各委員へ委嘱状を交付 

３ 市長あいさつ 内野市長 

１ 開会 宮澤課長 

２ 自己紹介 

＜各委員自己紹介＞ 

  ＜事務局・指定管理者紹介＞ 

３ 海老名市スポーツ振興審議会の概要について 

＜資料１を事務局から説明＞・・・・了承 

４ 役員選出 

審議会条例第５条第１項の規定により会長・副会長を委員の互選により決

定する。 

事務局一任により、会長を倉橋委員、副会長を齊藤委員とする事務局案を

提示し了承。 

＜あいさつ＞ 倉橋会長 



５ 議題  

（１）海老名市スポーツ健康推進計画の最終評価及び次期計画について 

＜資料２に基づき事務局から説明＞・・・・了承 

○委員からの意見 

委員 

(１)個人情報について、答えたくない設問（性別等）を考慮し、アンケ 

ート項目の最終決定をしていただきたい。 

(２)アンケートはどのように配布・回収するのか。 

(３)そもそもこの計画はどのような計画で、どのように活かすのか。 

   事務局 

(１)個人情報については、名前・住所は入力しない様式である。 

また、性別については回答者が回答したくない内容であれば、選択 

しなくても回答できるようなフォーマットとなっているので御了承 

いただきたい。 

   (２)最終評価のアンケートに関しては、市のホームページのアンケート 

フォームをインターネット上に公開準備中である。 

広報えびな等に掲載するＱＲコード等から、御自宅のＰＣ・スマー 

トフォン等の電子媒体から御回答いただける。 

   (３)本計画は、市民一人一人による、主体的な健康づくりやスポ―ツ活 

動への取組を支援するとともに、各種関係機関・団体と行政とが互 

いに協力しながら、「一市民一スポーツ・レクリエーションの実現 

とみんなで楽しく健康づくり」による心豊かな地域社会の実現を目 

指していくために、平成25年度に文化スポーツ課・健康推進課の２ 

課にて策定した。 

本計画の推進により、幼児期から老年期まで、市民の誰もがスポー 

ツ・レクリエーションに親しみ、生活習慣病等の予防に関する正し 

い知識を持ち、健全な食生活を実践し、地域医療体制の整備と充実 

によって、豊かな地域社会の実現を図る。 

委員 

 配布や、コミセン等での紙面での配布・回収は考えていないのか。 

事務局 

    現時点では、全戸配布や紙媒体での配布・回収はせず、電子媒体での 

み検討している。 

委員 

 １人でも多くの御回答を得るためには、少なくとも、各スポーツ施設 



には、紙媒体での配布をした方がいいのではないか。 

委員 

 御高齢の方もいらっしゃるので配慮が必要かと思う。 

委員 

 「市民一人ひとりによる」というのであれば、やはり満遍なく御回答 

いただける体制にしたり、工夫したりする必要があると思う。 

委員 

 高齢者がスポーツに馴染み、そして健康への意識付けが必要である。 

アンケート回答により健康意識を助長でき、将来的には国民健康保険の 

減少にも繋がり得るので、粗品を渡す等はいかがか。 

事務局 

 スポーツ施設はじめ、市内公共施設での紙アンケートの設置等につい 

ては、御意見として賜り、出来るだけ多くの方から御意見をいただける 

よう努める。 

委員 

障がい者団体にアンケートの回答依頼をする予定はあるか。 

事務局 

スポーツ団体は文化スポーツ課が所管しているため、御意見を賜るこ 

とができるように調整中である。 

 また、健康推進課が保健福祉部であるため、障がい者団体の方にも御 

回答いただけるよう、調整していく予定である。 

委員 

(１)アンケートの回収率を上げていくために、まずは前回の回収率を教 

えて欲しい。 

(２)前回は各年次別でどのような方たちが回答されたのか。 

(３)次の計画を策定していくうえで、どの年代の方たちからどのよう 

に回収していくのか。 

事務局 

   (１)中間評価は無作為で530件配布し回収は416件。（回収率78.5％） 

     小学校は４年生を対象に３校、中学校は２年生を対象に２校にお渡 

しをした分を含める。 

   (２)後日整理し、回答する。 

   (３)今回は電子媒体をメインに進めるが、前回の回収率を超えられる 

よう努める。 



委員 

    前回の回収率の数値を上回ることができるよう、対応していただきた 

い。 

事務局 

    承知した。 

委員 

   (１)全体の設問は61問あるが、スポーツに関しては、９～13問について 

で、それ以外については健康についてという認識でよろしいか。 

(２)もしそうなのであれば、スポーツの設問が不足しているのではない 

か。 

事務局 

   (１)そのとおりである。中間評価と同じ設問で最終評価をさせていただ 

     く予定である。全体の割合のうち、２/３を健康が占めており、残 

りの１/３がスポーツであった。 

   (２)次期計画の策定時には、スポーツと健康それぞれで計画を立てるこ 

とを検討している。 

委員 

    健康分野の子育て世代に向けた設問があると思うが教育委員会では当 

計画のようなデータは持っていないのか。あえて改めて子育て世代に当 

アンケートを取る必要があるのか。 

事務局 

    当計画を策定するにあたり、直接教育委員会に各項目の情報を持って 

いるかの確認はしていない。他項目も含めて一律で回答を得たかったの 

で、アンケートの取得を計画している。 

 また、小中学校については、校長会でも周知を図っている。併せて、 

市内の高校については、アンケート協力のお願いに伺う等の対応をして 

いる。 

６ その他 

（１）第１回審議会資料について 

＜資料３に基づき事務局から説明＞・・・・了承 

○委員からの意見 

委員 

(１)包括連携協定について、市民は知っているのか。 

(２)アメリカンフットボールを応援するという方針が決まったのか。 



事務局 

(１)様々な媒体でも周知をしている段階である。今後も事業での御協力 

をいただきながらＰＲしていきたい。 

(２)アメリカンフットボールに限らず、各スポーツ種目団体等と協力し 

ながら、市全体のスポーツを盛り上げていければと考えている。 

委員 

試合観戦の機会の増加や施設の利用率アップのためにも、振興してい   

ただきたい。 

事務局 

御意見として承り、今後も研究していく。 

委員 

「EBINAスポレクフェスタ2023」については、昨年度の「レクパラスポー 

ツフェスタ」からパラ要素を切り離したイベントという認識でよろしい 

か。 

事務局 

そのとおりである。イベントが切り分けとなったが、障がい者も健常 

    者も共にスポーツを楽しめるよう開催できるよう努める。 

委員 

(１)熱中症対策について 

今後どのように熱中症対策をしていくのかという視点が含められる 

よう、計画の項目に入れていただくことも検討いただきたい。 

(２)市駅伝大会コースについて 

市民の駅伝であるが、グリーンコースのような中々ギャラリーが入 

りにくいところから、過去の駅伝大会のように見やすいところに変 

更できないか。 

事務局 

(１)次期計画策定時に、設問項目について検討する。 

(２)公道での駅伝等、年々交通制限が厳しくなっている現状がある。 

 御意見として賜り、今後も研究していく。 

委員 

他市は公道を使えていて海老名だけ使えないというのも残念なので    

ぜひ検討していただきたい。 

委員 

海老名だけ使えないという訳ではない。例えば県主催事業のかながわ 



駅伝も従来は公道を走っていたが、制限等の関係で昨年度から丹沢湖に 

コースの変更が生じた経緯がある。 

委員 

主催者目線としても公道を使用しての駅伝等実施したいところだ。 

以前は確かに市内各所を巡るコースを実際に走ることができていたこ 

とは事実であるが、交通制限の他に沿道の市民や交通誘導員の安全の確 

保等の観点からも中々難しい現状もある。 

７ 閉会

＜あいさつ＞ 齊藤副会長 


